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S-II-5 人工呼吸時の鎮静におけるデクスメデトミジンの有用性

心臓血管手術後患者での経験から一
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はじめに

人工呼吸管理において、適切な鎮静・鎮痛薬の

選択や鎮静レベルの維持は患者の苦痛軽減の

みならず合併症予防の観点、からも極めて重要

である。選択的a2 agonistである塩酸デクス
メデトミジンは青斑核に作用し鎮静と鎮痛作

用を併せ持ちかっ呼吸抑制がないことから人

工呼吸中においても苦痛を緩和レ決適性をも

たらす鎮静薬として知られている1) 2)。本

邦でも「術後集中治療における鎮静・鎮痛薬と

しての DA-9501のブリッジング二重盲検比較
試験Jを経て承認、をうけ臨床使用が可能となっ

た3)。

対象および方法

今回上記ブリッジング試験において国立循

環器病センターにて心臓血管手術術後急性期

挿管下で呼吸管理が最短6時間以上の人工呼吸
患者を対象として直接経験した結果をもとに

塩酸デクスメデトミジンが心臓血管手術患者

の人工呼吸管理の快適性の向上に寄与するか

を検討した。治験薬投与用量はLoading 6μ 
glkg/hlO分間、維持0.2-0.7μg/kg/hとし挿
管中 Ramsayスコア3以上、抜管後 Ramsay
スコア2以上の鎮静レベルを維持し、維持投与
量で適切な鎮静 ・鎮痛が得られない場合には

Rescue drug としてプロポフォール 0.2 
mg/kgの一回静注射、あるいは持続投与を行い、
鎮痛が不十分な場合には塩酸モルヒネ 2mgの
一回静注射を行った。 試験は実薬を投与した

PARTlと二重盲検のPART2で行われ、PARTl
で2例、 PART2で18例の計20例で、塩酸
デクスメデトミジンが投与された群 (DA群)
は11例、プラセボで、あった群 (Pl群)は9例
であった。効果判定はRescuedrugの使用状況
および投与量の比較で、行った。

結果

DA群では年齢(平均)56.6歳、男女比7:4、
体重(平均)60.5kgでPl群ではそれぞれ67.9
歳、 7:2、60.3kgであった。DA群の1例で気管
支収縮を伴う痩筆のため治験薬の投与を中止

した。治験薬投与中にモルヒネの投与を要した

症例はDA群で1例 (0.09%)に対しPl群では
5例 (55.6%)でまたプロポフォールの投与を
要した症例はDA群でO例 (0%)に対しPl群
では 8例 (88.9%)で、あった。治験薬維持投与
中の治験薬投与量の変更もしくはプロポフオ

ール投与回数はPl群で平均7.2回、DA群で2.1
回と有意差 (p=0.003)が認められその理由は

Pl群では鎮静不十分，DA群は過鎮静であった。
モルフィネ投与回数は Pl群で平均1.1回、 DA
群で平均0.1回、両者合わせての介入回数はPl
群平均8.3回、 DA群平均2.2回 (p=0.006) 
で、あった。副作用としてDA群の2例において
投与開始直後の血圧上昇が認められた。治験終

了後の患者アンケート調査においては投与中

の不快感を訴えた例はなく、少数であるが幸福

感を感じた例があった。

考察

以上の結果、心臓血管手術後急性期の鎮静薬

としての塩酸デクスメデトミジンの有効性が

認められ、かっRamsayScoreで評価した目的
とする鎮静レベルがDA群において容易に得ら
れた。また連続モニターをした混合静脈酸素飽

和度の変動は気管内吸引やウイニング過程あ

るいは抜管操作時においても極めて軽微であ

った。すなわち、適切な鎮静 ・鎮痛下で安定し

た血行動態が維持されかっ人工呼吸管理に不

可欠な侵襲的処置時の患者苦痛の緩和も十分

えられた。鎮静・鎮痛コントロール下において

医療従事者にとっても介入行為およびストレ

スが少なくてすむ。さらに、 DA群では術中使
用麻酔薬や筋弛緩薬の効果が薄れるにつれ、投

薬中に自発呼吸が出現し適切な鎮静下で患者

の苦痛なくウイニングを進めることまた抜管

後においても継続投与可能である。一方、 Lo
a d n g中には高血圧(女性が多し、)、開始

後の低血圧(男性が多い)には注意を要する。

以上より塩酸デクスメデトミジン投与によ

って心臓血管手術の術後急性期においても呼

吸抑制を伴わない極めて優れた術後鎮静 ・鎮痛

効果が得られ、患者ならびに医療従事者双方に

ス トレスの少ない術後人工呼吸管理が可能と

なる。
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